
低地の樹林地に群生する多年草。根茎があり、全体にやわらかく、鮮緑色。根出葉は長い柄がある。羽状
複葉で、小葉は5-7個、短い小柄がつき、広卵形または楕円形で先はとがり、さらに切れ込みと細かい鋸歯

がある。茎は高さ30-40cmで、花は4-6月に開き、上部の葉の腋に1-2個つく。

県内では4ヶ所に知られているが、3ヶ所では消失した

可能性が高く、残り1ヶ所についても現存を確認できて
いない。

生育地の明るさなどの管理が必要である。観賞用等採
取による危険度も高い。
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